






要約 

昭和 61 年 6 月から 63 年 9 月までに横浜市の妊婦およびその夫と出生児について抗 ATLA

抗体を調査し、次の結果を得た。①妊婦の抗体陽性率は PA 法で 2.3%,IF 法で 1.2%であっ

た。②抗体陽性妊婦の出身地は九州・沖縄地方が 63%を占めた。③児の抗体の推移は、人

工栄養児 13例、母乳哺育1例につき、生後 9ヵ月までに全例が陰性となった。④抗体陽性

妊婦の夫 11 例のうち 3例(27.3%)に IF 法で陽性率がみられた。 


